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　毛の混用率の大きいものはアクリルのそれが大きいものに比べて高い放湿率を示している。特に
毛100％の試料は，180秒間の測定時聞中上昇を続け，この時間では平衡に達しないことがわかる。
その他のものは30～120秒後には放湿平衡に達しているといえよう。アクリルの割合の大きいもの
は，概して放湿平衡への到達時間が短い傾向がみられる。以上のことを混用率一放湿率一時間の関
係からより詳しく検討する。
　第2図は溶解法によって求めた各混用率における放湿率を時間毎にプロットし，それを曲線で結
んだものである。同図より測定開始10秒の初期放湿において，混用率一放湿率曲線は近似的に直線
で示され，毛が多くなるにつれて放湿率は上昇しているが，その勾配は極めて小さい。これは丹羽
3）
らが指摘している放湿過程の第1段階に相当し，各繊維の吸湿性の大小にあまり影響されない吸湿
平衡時の繊維表面及び繊維間に存在する水分の放湿を示唆しているといえよう。
　また，20～90秒において試料B，Fが特に高い放湿率を示し，曲線に折れ曲がる傾向がみられる
が，これは毛としてモヘアが使用されており，その化学的特性や毛繊維の集合状態すなわち空間的
配置が影響しているものと推察される。
　一方，120～180秒においては曲線はほぼ直線で示される。この段階では第1図で明らかなように
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アクリルはすでに放湿平衡に達し，
毛の放湿のみが関係しているとみる
ことができる。すなわち繊維周辺部
の水分蒸発が終了し，繊維内部の水
分が表面に移行する段階で，繊維自
身の吸湿性，微細構造が影響してく
るものと考えられる。親水性繊維で
ある毛は繊維内部からの水分拡散に
より放湿率は上昇し，疎水性繊維の
アクリルは繊維自身の持つ水分が非
常に少ないので，この段階では放湿
がほぼ終了して放湿率は一定となっ
ている。また第2図には示されてい
ないが，180秒を越えても毛はまだ
放湿平衡に到達していないため，混
用率一放湿率曲線は毛の多い方で左
上方に折れ曲がることが推察される。
　以上のような結果及び推察から毛
一アクリル混用品の放湿率は，アク
リルが放湿平衡へ到達後のある放湿
段階をとらえることにより，混用率
との関係を一次関数で与え得るもの
と考えられた。
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　なお吸湿平衡に達した試料重量，絶乾重量の測定値，溶解法から求めた混用率及び公定水分率を
もとに算出した試料重量の計算値を第2表に示した。全般的傾向として計算値は実測値よりも小さ
い結果を得た。
第2表 試料重量の実測値と計算値の比較
試料重料
　　（9）
A
B
C
D
E
F
G
1
絶乾重量
・．4・71
0．444
0．454
0．449
0．460
O．430
O．456
実測値
0．473
・．496　1
0．494
0．493
0．483
0．482
0．456
計算値
0．468
0．492
0．493
0．484
0．476
0．475
0．465
2
絶乾聾陵測側計難
0。411
O．425
O．429
0．440
0．436
0．435
0．452
0．474
0．473
O．466
0．477
0．460
0．487
0．460
0．473
0．471
0．465
0．474
0．462
0．481
O．461
3
絶乾重量
0．407
O．433
0．431
0．443
0．440
0．416
O．487
実測値
O．471
0．486
0．469
0．480
0．472
0．465
O．491
計算値
O．468
0．480
0．467
0．478
0．466
0．460
0．497
毛一アクリル混用の放湿特性と混用率 3！
N　総 括
　市販の毛一アクリル混用の混用率の異なる各種手編毛糸を入手し，ある一定条件での放湿特性を
把握して混用率との関係を調べた。
　90秒程度までの放湿段階では，それぞれの繊維の持つ放湿特性や集合状態の違い，使用されてい
る毛の種類などが相互に影響すると推察され，混用率一放湿率曲線には放湿特性として一定の傾向
がみられなかった。しかし，120～180秒ではこの関係が直線となる結果を得た。これはアクリルが
放湿平衡へ達し，毛のみの放湿による段階と推察された。このことe：1　一一定条件下で毛一アクリル混
用品の放湿率を測定することにより，混用率を推測する一指標としての可能性を示唆しているもの
と考えられた。
　以上の結果を基礎に今後なお繊維の集合状態による検討，両者混用の放湿速度論的検討を加え，
さらに実際めものへの適合度，信頼性，精度についてより詳細な検討をしていく予定である。
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